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Abstract & Introduction

- z ~ 1−3 でも有効かつ extinction free な SFR の指標が欲しい！→ PAH をつかおう
- これまで Spitzer で観測された天体から解析にふさわしいサンプルを選択
- 金属量が太陽程度の場合 log10LPAH は他の SFR の指標とよい相関を示した
- 低金属量の銀河の場合は傾向からずれるが金属量で補正可能である
- 分光せずに broad band photometry でもそこそこの精度が出そう
- JWST の MIRI は z ~ 1−3 の SFR 統計を取るのにいい仕事します

Figure 9. 低金属量環境での補正項

Figure 10. JWST/MIRI 広帯域フィルタでの予想

3 種類のサンプルを用意
- calibration sample (227):

O' Dowd+ (2009), Shipley+ (2013), Brown+ (2014) から十分な S/N と分光データがあるもの
- primary calibration sample (105):

calibration sample から solar-Z かつ星形成銀河をセレクト (z ~ 0.0−0.4, 109L⦿ < LIR < 1012L⦿)
- demonstration sample (7):

重力レンズで増光した z ~ 1−3 の銀河 (high-z での検証用)

Figure 1. PAH feature 強度の測定

Figure 6. PAH SFR と Hα SFR の比較 Figure 11. z ~ 1−3 でのデモンストレーション Figure 12. high-z ULIRG での LPAH 減少傾向


